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幕

末

期

佐

賀

地

方

の

助

詞

-
「
滑
稽
洒
落

一
寸

見

た
夢
物
語
」
を
中
心

に
し

て篠

崎

久

躬

一
、

は

じ

め

に

資
料
と
し
て
用
い
た

「醐
響

寸
見
た
霧

語
」
に
つ
い
て
は
、
吉
町
先
生

が

「
文
学
研
究
」
五
十
二
輯
に
、
本
の
体
裁

な
ど
解
説
を
附
さ
れ

て
忠
実
に
翻

刻
さ
れ

て
い
る
。序
文
末

の
識
語
「干

時
慶

応
三
ひ
の
と
卯
弥
生
下
涜

案
間
坊

暮

成
」
に
よ

っ
て
、そ

の
著
者
案
間
坊
暮
成

に

つ
い
て
は
不
明

で
あ

る
が
、成

立
年
代
は
明
ら
か
で
あ

る
①
。
内
容
は
日
峯
祭

の
佐
賀
市
内
光
景
を
方
言
を
踊

ら

せ
て
描

い
た
滑
稽
本
で
あ
る
が
、
上
巻
は
幕
末
世
相

を
写
し

て
当
時
両
端

を

持

し
た
佐
賀
藩

の
立
場
を
示
し
、
中
巻
は
方
言

が
横
溢
し
て
郷

土
方
言
資
料
と

な

る

切
。
序
文
に

り

ご

ほ
せ

つ

け

い
は
く

ふ
ぎ

よ

さ
く

し
や

ぢ
ゆ
う

じ

ん
こ
う

狂
言
裡
語
の
補
綴
は
軽
薄
浮
虚
に
て
述

著
威

重

に
な
き
世
の
人

口
の

麟

御

響

鮨

な
く
蝕
り
.筋
,し
か
ら
ざ
る
拳

い
へ
ど
も
…

・…
③

と

あ
る
通
り
、

こ
の
書
に
は
佐
賀
地
方
の
こ
と
ば

が
横
溢
し
て
い
る
。
上
巻
に

は

そ
れ
も
余
り

見
ら
れ
な

い
の
で
考
察

の
対

象
と
し
な
い
が
、
中
巻
に
お
い
て

は
佐
賀
藩
内

の
各
地
の
こ
と
ば

(
佐
賀
市
及

び
そ

の
近
郊

や
北

山
、

武

雄

有

田
、
諌
早
)
、
老

若
男
女

の
こ
と
ば

、
各
階
層

の
こ
と
ば

(
役
人
、
侍
、
医
者
、

書
生
、

田
舎
者

)
な
ど
、

一
般
庶
民
を
中
心
と
す
る
各
種
各

層
の
こ

と
ば
が

浮
き
ぼ
り

に
さ
れ
て
い
て
、
誠

に
貴
重
な
資
料
と
な

っ
て
い
る
。

以
下
こ
の
書
を
中
心
に
、
幕
末
期
佐
賀
地
方

の
助
詞

の
二
、
三
に
つ
い
て
述

べ
る
が
、
な
お
殆
ん
ど
同
時
代

(
文
政
年
間

に
起
稿
し
、
三
十
数

年

経

て

摺

筆

)
の
成
立
で
あ
り
、
佐
賀
方
言

資
料

た
る

「
伊
勢
道

中
不
案
内
記
」
も
こ
の

際
大

い
に
参
考
に
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
書
に

つ
い
て
は
東
条
氏
の
論
文

を

参
照
さ
れ
た
い
④
。

用
例
は
、

「
一
寸
見
た
夢
物
語
」
は
吉
町
先
生
の
翻
刻
本
、

「
伊
勢
道
中

不

案
内
記
」
は
肥
前
史
談
会
刊
行
本
に
よ
り
、

(

)
内
に
は
そ
の
頁
数

、
そ
の

次
に
使
用
者
あ

る
い
は
使
用
地
域
を
示
し
た
。

な
お
、
幕
末
期
佐
賀
地
方

の
語
法
に
関
す
る
拙

稿
に
次
の
も
の
が
あ
る
。
併

せ
て
御

叱
正
を
賜
わ
り
た

い
。

幕
夫
期
佐
賀
地
方

の
用
言

(
「
国
語
研
究
」
6
号
)

　「滑
稽
洒
落

一
寸
見
た
夢
物
語
」
を
中
心
に
し

て
ー

幕
末
期
佐
賀
地
方
の
動
詞

(
「
言
語
生
活
」
1
1
8号

)



幕
表
期
佐
賀
地
方

に
於
け

る
文
末
助

詞

ー

「
滑
稽
洒
落

一
寸
見
た
夢
物
語
」
を
中
心
に

し
て
ー

.

(
「
解
釈
」
8
2号

)

〈
注
〉

①

滑
稽
洒
落

一
寸
見
た
夢
物

語

占
町
義
雄
(
「
文
学
研

究
」
五
二
輯
四
八
頁
)

⑦
一同
右
書
四
七
頁

②
沖
①
書
周
頁

　
伊
勢
道
中

不
案
内
に

つ
き

東
条
操
(
「
佐

々
木

信
綱
博
士
還
暦
記
念
論
文
集

日
本
文
学
論
纂

」
)

、

二
、

人
称
に
関
す
る

助
詞

「
の
」

「
が
」

現
在

九
州
地
方

で
使
わ
れ
て
い
る
主
格
、
属
格

表
示
の

「
の
」
と
「
が
」
に
、

敬

卑
感
情
上
の
用
法
差
が
見
ら
れ

る
①

こ
と
は
既
に
周
知
の
通
り
で
あ
り
、
そ

の
他
中
国
、
四
国
地
方

の

一
部
に
も
そ
の
別
が
あ
る
事
も
報
告

さ
れ
て
い
る
②
。

こ
の
状
態
は
、
や
は
り
現
在

佐
賀

地
方

に
も
見
ち
れ
る
こ
と
が
清
水
平

一
郎
氏

　
や
小
野
志
真
男
氏
④
に
よ

っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
私
が
行
な
っ
た
湯

江
地
方

(
旧
佐
賀
藩

・
現
在

長
崎
県
北
高
来
郡

)
の
調
査

で
は
、
「
が
」
は
「
の
」

に
対
し
て
、
馬
鹿

に
し
た
所
は
な
い
が
、
年
下
か
あ
る
い
は
兄
弟
、
自
分

の
子

供

の
様
な
親
し
い
者

の
間
に
使
う
事
を
、
土
地

の

一
老
人
は
語

っ

て

く

れ

た

し
、

こ
の
老
人

(
八

〇
才

)
と

一
老
婆
と

の
対
話
中
、
老
人

の
こ
と
ば

に
出

て

来
た

「
ヨ
ネ

ロ
ク
サ

ン
ノ
」

(
老
人

の
兄
嫁

の
弟
、
六
五
才

)
、

「
ト
ヨ
シ

ロ

ー
ガ
」

(妻

の
弟
、
五
六
才

)
は
、
は

っ
き
り

右
の
状
態
を
示
し
て
い
る
。
ま

た
、
最
近

の
長
崎
県
大
村
地
方

の
調
査
で
も
同
様
な
結
果
を
得
た
。

こ

の
よ
う

に
現
代
方
言
に
お
け
る
人
称
に
関
す
る

「
の
」
と

「
が

」
と
の
使

用
差
は
、

か
つ
て
わ
が
国

の
中
央
語
に
存

し
て
い
た
事
が
、
か
の

ロ
ド
リ
ゲ
ス

の
大
文
典
⑤
や

コ
イ
ヤ
ー
ド
の
文
典
⑥
に
よ
っ
て
う
か

ゞ
え
る
の
で
あ

る
。

つ

ま
り

、
人
が
主
格
、
属
格
に
立

つ
時
、

一
人
称
に
は

「
が
」
、

二

人

称

に

は

「
の
」
、
し
か
し
特
に
そ
の
人
を
軽
蔑
す
る
場
合
は

「
が
」
、
三
人
称

に
は
尊

敬
す
べ
き
入

に
は

「
の
」
、
軽
蔑
す

べ
き
人
に
は

「
が

」
を
使

っ
て
い
た
と
記

し
て
い
る
。

江
戸
夫
期
佐
賀
地
方
の
状
態
を
眺

め
て
み
よ
う
。
ま
ず

一
人
称
に

つ
い
て
、

一
寸
見

た
夢
物
語
に
は
、

お
れ
が
か
せ
ぎ
出

し
て
ふ
と

め
て
置
た

ア
金
玉

ア

(
五
三

)
北
山
辺
の
者

私
キ
ガ

ワ
ア
ヤ
ニ
階
か
ら

三
階

へ
お

ッ
こ
ち
る
も
ん

か

ア

(
六

一
)
諌

早

お
ど
ん
が
辺

の

堤

チ
ウ
も
ん

ナ
ァ

(
五
五
)
武
雄
有
田

お
ど
ん
が
見
当
が

チ
ッ
ト
ち
が
ふ
た
カ

ノ
ゥ

(
五
六

)
在
郷

な
ど
、
す

べ
て

一
人
称
に
関
し
て
は
主
格
、
属
格

の
い
ず
れ

の
場
合
に
も
「
が
」

助
詞
を
使
用
し
て
い
る
。
や
は
り

同
時
代

の
同
地
方
の
文
献

で
あ

る
伊
勢
道
中

不
案
内
記
に
、
供
人
が
自
分

に

「
が
」
を

つ
け
る
の
は
当
然

の
事
と
し
て
、
主

人
公
で
あ
る
愚
津
郎
兵
衛
が
そ
の
こ
と
ば

の
中
に

何
に
愚
者
が

と
に
当
り

を

つ
た
か
、

面
白
い
面
白

い

(
九

一

)
愚
津

な
ど
と

「
が
」
を
用

い
て
い
る
事

は
大

い
に
参
考
に
な
る
。

次
に

二
人
称

に
つ
い
て

み
る
と
、

「
の
」
助
詞
を
と
る
場
合
が
非
常
に
多

い

事
は
当
然
の
事
と
し
て
、

「
が
」
助
詞
を
と
る
も

の
が
次

の
如
く

三

例

存

す

る
。

風
毛
た
も
ん
ど
ん
が
尤
是
も
久
し
く
何
事
も
な

か
ケ

ヘ
ニ

(
五
六
)
町
方

老
人

サ

ヲ
　

貴
様
が

い
ふ
事

(
五
九
)
侍



主
し
が

内

ン
の
と

ハ

一
階
ぢ
や
ら
ふ
ば

ん

(
五
九

)
諌
早

こ
れ
ら

の
用
例
に

つ
い
て
検
討
す
る
と
、
最
初

の

「
風
毛
た
も
ん
ど
ん
が
」
は

〃
馬
鹿
者

畜
と
町
方
老
人
が
、
間
違

っ
た
考

え
方
を
し
て
い
る
在
郷

の
者
を
た

し
な

め
た
も
の
で
あ
り
、
次
の

「
貴
様
が

」
は
、

=
峯
・祭
を
見

に
来
た
諌
早
の

者

に
対
し
て
言

っ
て
い
る
言
葉
で
あ

る
。
従

っ
て
、

い
わ
ば
侍

が
田
舎
者
を
軽

蔑
し
た
こ
と
ば

で
あ
り
、
最
後
の
例
は

「
コ
ヲ
ワ
イ

ハ
風
毛
タ

ァ
事
ば
か
り

い

八
痘

ノ
ウ
あ
い
が

二
階

ナ
ウ
こ
ん
な
ら
ふ
」
に
続
く
こ
と
ば

で
あ
る

の
で
、
最

初

の
例
と
全
く
同
じ
様
な
も
の
で
あ
る
。
今
見
た
如
く
、

二
人
称

は

一
般

に

「
O
」
を
用
い
て
い
る
が
、
特
に
相

手
を
軽
蔑
す
る
場
合

「
が

」
が
用
い
ら

れ

て
い
る
。

こ
れ
は
や
は
り
伊
勢
道
中

不
案

内
記
の
次

の
用
例
と
同
じ
で
あ
る
。

し
て
・
そ
の
方
共
洲

名
は
何
と
申

す

(
五
ピ
)
愚
津
が
女
共

へ
向

っ
て

最
後

に
三
人
称
の
場
合

に
つ
い
て
み
る
と
次

の
如
く
な

っ
て
い
る
。

イ
、

「
の
」
助

詞
を

と
る
も
の

役
人
ど
ん
の
棒

ン
バ
以
て
く
ら
は
せ
ん

サ

ル
バ

ン

(
六
〇
)
諌
早

お
く
ろ
う
ば
う
さ
ん

ハ
祖
父

さ
ん

の
腰
に

ユ
ウ
か
が
り
付

て

お

い

ナ
サ

で

(
五
三

)
北
山
辺
の
者

よ
し
経
ど
ん
の
形
見

チ
ウ
テ

へ
呉
さ
し
た
…
…

(
五
五
)
武
雄
有
田

自
山
町
の
樗

が
公
家
刀
ま
ね
し
て
は
や
し
す
る
処
ば
ん

(五
九
)
佐
賀

　
が
筋

詞
を
と
る
も
の

白
も
ん
ど
ん
が
仕
出

ア
て
お
る
ば
ん

(
五

二
)
北
山
辺
の
者

ぜ
ん
も
ん
胡

し
て
来

る
鐘

旭

大

臣
の

ご
と
し
て

(
五
七
)
在
郷

の
人
か

ご
せ
ど
ん
鯛

粛

引
い
て
い
く
ら
で
も
朧
る
ば
ん

(
尭

)
諌
早

是

ハ
定
て
石
川
五
衛
阿
が
幽
霊

の
出
た
処
で
が
な

(
五
九
)
侍

な
ど
と
な

っ
て
い
る
。

こ
の
う
ち

「
の
」
助
詞
を
と
る
も

の
は
、
い
ず
れ
も
尊

敬
す

べ
き
か
、
あ
る
い
は
年

上
の
者

に
対
し
て
で
あ
り
、
そ
れ
に
対

し
て
「
が
」

助
詞
を
と

っ
て
い
る
も
の
の
う

ち

「
白
も
ん
」
は

「
女
」
、

「
ぜ
ん
も

ん
」
は

「
乞
食
」
、

「
ご
ぜ
ど
ん
」
は

「
女
乞
食
」
の
裡
語
で
あ
り

、
憂

に
石
川
五
衛

門
と
、
い
ず
れ
も
軽

蔑
す

べ
き
人
物
に
対

し
て

「
が

」
を
使
用
し
て
い
る
。
こ

れ
は
、
先

の
二
人
称

の

「
の
」
と

「
が
」
と
の
使

い
分
け
と
同
じ
で
あ
る
。
も

は
や
用
例

を
示
す
必
要
は
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
や
は
り
伊
勢
道
中

不
案
内
記
で

も
同
様
な
状
態
で
あ
る
。

以
上
に
よ
り

、
江
戸
末
期
佐
賀
地
方

に
お
け
る
人
称
に
関
す
る
主
格
、
属
格

の

「
の
」
と

「
が
」
と
の
使
用
差
を
次

の
如
く
言

え
る
。
人

が
主
格
、
属
格
に

立

つ
時
、

「
の
」
と

「
が
」
と
に
中

世
末
期
中
央
語
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
用
法

差
が
明
ら
か
に
存
す

る
こ
と
、

つ
ま
り

一
入
称

に
は

「
が
」
、
二

人

称

に

は

「
の
」
、
し
か
し
特
に
そ
の
入
を
軽
蔑
す
る
場
合

に
は

「
が
」
、
第

三
人
称
に

は
尊
敬
す

べ
き
人
に
は

「
の
」
、
軽
蔑
す

べ
き
人
に
は

「
が
」
を

用

い

て

い

る
。
た
ゞ
し
、

二
人
称
の

「
の
」
の
尊
敬
の
度
合
は
、

一
人
称

の

「
が
」
が
特

に
自
分
を
卑
下

し
た
も
の
で
な
い
の
と
同
様
、
必
ず
し
も
強
い
も

の
で
は
な
い

こ
と
、
次
に
こ
れ
ら

「
の
」
と

「
が
」
と

の
使
い
分

け
は
当
時
佐
賀

藩
内

の
あ

ら

ゆ
る
所

、
少
く
と
も
先
の
例
か
ら
わ
か
る
通
り

、
佐
賀
及
び
そ
の
周

辺
、
北

山
、
武
雄
有
田
、
諌
早
地
方
に
存

し
て
い
た
と
い
え
る
。

〈
注
〉

①
文
法

藤
原
与

一

(
「
日
本
方
言
学

」

二
八
六
頁

)

②

「
隠
岐
～
足
摺
岬

」
の
線
で
見
た
中
国
四
国
方
言

藤
原
与

一
(
「方
言
研
究

牟

報

」
二
巻

一
六
〇
～

一
六

一
頁

)
、
藤

原
与

一

冒

本
語
方
言
文
法

の

研
究
」
二
五
0
、
二
五
六
頁



⑧
清
水
平

一
郎

「
佐
賀
県
方

言
語
典

一
班

」

一
三
六
～

二
二
八
頁

④

佐
賀

.
長
崎

小
野
志
真
男

(
「
方
言
学
講
座
」
四
巻

二
〇
三
頁

)

④
土
井
忠
生

訳

「
ロ
ド
リ
ゲ

ス
日
本

大
文
典
」
八
～
九
頁

⑤

大
塚
高
信
訳

「
コ
リ

ャ
ー
ド
日
本
文
典

」
六
頁

三
、

方
向

を
示
す
助
詞

方

向
を
示
す
助
詞
と
し
て

一
寸
見
た
夢
物
語
に
は
そ
の
用
例
が
余
り
多
く
な

い
の
で
、
同
時
代
の
同
地
方

の
文
献

で
あ

る
伊
勢
道
中
不
案
内
記
及
び
同
時
代

の
隣
接
長
崎
地
方

の
文
献
で
あ
る
筑

紫
方
言
の
用
例
を
も

併
せ
て
述

べ
る
と
、

方

向
を
示
す
助
詞
と
し
て
次

の
如
き
も

の
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず

「
に
」

が

そ
こ
に
行

に
も
道
が
と
ん
と
な
く
な
り

(
五
三
)
三
反
田
辺
の
社
人

び
ふ
口
ん

1
置

然
し
美
婦
人
の
多
ひ
方

二
行
が

一
番
じ
や

(
五
四
)
書
生
四
人
連
れ

愚
僧
杯
も

一
夜
野
辺

二
つ
れ
て
い
て

(
五
五

)
禅

僧

〔
以
上
、

唄
寸
見
た
夢
物
語

〕

播
州
荒

々
見
物

致
し
て
、
大
坂
に
罷
越

し
た

い

(
・一
〇
ヒ

)
愚
津

よ
し
/
、
国
元
に
罷
下
り

盗
賊
方
に
申

達
し

(
一
五
七

)
愚
津

〔
以
上
、
伊
勢
道
中

不
案
内
記
〕

な
ど
か
な
り

多
く
用
い
ら
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
方
向
を
示
す

「
に
」
に

つ
い

て

は
、
既
に
室
町
末
期
に
そ
の
使
用
が

「
へ
」
に
対

し
て
局
限
さ
れ
て
来

て
い
た

①
ら
し
く
、

ロ
ト
リ
ゲ
ス
も
そ
の
大
文
典
中

の

「
場
所
に
関
す
る

閻

に

就

い

て
」
の
項
で

　
②

と
述

べ
て
い
る
し
、

コ
イ
ヤ
ー
ド
も
や
は
り

そ
の
文
典

の
中
で

こ
の
事
に
触

れ

て
い
る
③
。

こ
の
様
に
方
向
を
示
す
助
詞

「
に
」
は
、
当
時
中
央
語
で
は
余
り

使
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
降

っ
て
江
戸
末
期
江
戸

語

で

は

地

位
、
方
向
な
ど
の
別
な
く
、
移
動
を
示
す
助
詞
の
場
合

に
は

「
へ
」
を
用
い
る

の
が
普
通
で
あ

っ
た
④
。

従

っ
て
、
中
央
語
で
中

世
末
期

か
ら

「
へ
」
に
よ

っ

て
侵
さ
れ
た
方
向
を
示
す

「
に
」
が
佐
賀
地
方

で
は
江
戸
末
期

に
お
い
て
も
、

な
お
残
存
し

て
い
た
の
で
あ
る
。

次

に

「
さ
み

ゃ
ー
」
が

一
寸
見
た
夢
物
語
に

一
例
、

「
さ

へ
」
が
伊
勢
道
中

不
案
内
記
に
二
例
、

「
さ
に
」
が
筑
紫
方
言
に

一
例
次

の
如
く
用
い
ら
れ

て
い

　

る
。

・

ノ
ウ
い
の
ち

の
お
ん
ち
よ
ふ

ハ
ど
こ
さ
み

山、
一・
い
た

チ
ウ

(
五
四
)
書
生

四
人
連
れ

〔
以
上
、

一
寸
見
た
夢
物
語
〕

お
前
さ
ん
達
に
別
れ

て
、
ひ
と
り

内
さ

へ
ち

い
戻
ら
う

か

と

思

う

た
、

(
一
九

二
)
重
八

}

旦
那
さ
ん
ば

か
り
は
宮
寺
さ

へ
参
れ
ば
や

か
ま
し
う
ば

っ
か
り

い
う

て
、

(
二
七
四
)
重
八

〔
以
上

、
伊
勢
道
中
不
案
内
記
〕

何
方

へ
行

長
傭
に
て

ど
こ
さ
に
い
く

豊
後
に

て

ど
こ
し
に
い
く
⑤

方
向
を
示
す
助
詞
と
し
て

、
江
戸
末
期
中
央
語
で
は
先

に
述

べ
た

如

く

助

詞



「
へ
し
が
用
い
ら
れ

て
い
た
が
、

こ
れ
ら

「
さ
み

ゃ
ー
」
・
「
さ

へ
」

・

「
さ

に

」
が

「
に
」
と
同

じ
く
佐
賀
地
方

で
は
用

い
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
に

つ
い
て
も

ロ
ド
リ
ゲ

ス
は
既
に
中
世
末
期

、
九
州
方
言
と
し
て
指
摘

し

、
次

の
如
く
そ

の
大
文
典

に
記
レ

て
い
る
ほ
か

、
コ
イ
ヤ
ー
ド
も
そ
の
文
典

に
記
し
て
い
る
⑥
。

　。
⑦

な
お

、
先
に
述
べ
た

「
に
」
と

こ
れ
ら

「
さ
み
ゃ
ー
」
、

「
さ

へ
」
、

「
さ

に
」
と

の
関
係
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
中
央
語

の

「
へ
」
に
対

し
て
用

い
ら
れ
た
と
は

い
う
も

の

ゝ
、
し
か
し
そ
の
問

に
は
幾
分
の
差
が

あ
っ
た

よ
う

で
あ
る
。
と
い
う
の
は

「
に
」
の
使
用
者

を
見
る
と

、

一
寸

見
た

夢

物

語

で

は

、
社
人

・
書
生

・
禅
僧

、
伊
勢
道
中
不
案
内
記

で
は
主
人
公
と

い
う

一
般
庶

民
に
対
ル

て
や

ゝ
高

い
層
に
属
し
て
い
る
人

で
あ

る
事
を
考
え

る

と

、

こ

の

「
に
」
は
当
時

こ
の
地
方
に
お

い
て
使

用
さ
れ

て
い
た
と
は
い
え

、
何

か
中
央

語
的
な
感
じ
の
す
る
も

の
で
あ
っ
た

の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

こ
れ

に

対

し

て

「
さ
み

ゃ
ー
」
、は
別
と
し
て

、
伊
勢
道
中
不
案
内
記
の

「
さ

へ
」

二
例
は
い
ず

れ
も
供
人
で
方
言

を
豊
富
に
出
し
て
い
る
重
八
に
よ
っ
て
使
用
さ
れ
て
い
る
こ

と

、
あ

る
い
は
ま
た
先
述
し
た
如
く
、
既
に
中
世
末
期
九
州
方
言
と
し

て

ロ
ド

リ
ゲ

ス
な
ど
に
よ

っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
事

を
考
え

る
と
、

「
に
」
に
対
し
て

こ
れ
ら

三
語
は
当
時

一
般

の
人
達
に
よ
っ
て
、
よ
り
多
く
使
用
さ
れ

て
い
た
の

で
は
あ
る
ま
い
か
。

以
上

の
如
き
形
が
江
戸
末
期
佐
賀
地
方

に
確
実
に
使
用
さ
れ

て
い
た
と
考
え

ら

れ
る
が

、
現
代
方
言
と
し
て
こ
れ
ら

の
誰
形
が
各
地

で
使
用
さ
れ

て
い
る
こ

と

、
あ
る
い
は
ま
た
江
戸
初
期

か
ら
中
期

に
か
け
て
隣
接
地

の
方
言
資
料
に
他

の
形
が
表
わ
れ

る
こ
と
か
ら
、
右
の

「
さ

み
ゃ
ー
」

・

「
さ

へ
」

・

「
さ
に
」

以
外
に
も

、
当
時
佐
賀
地
方
で
方
向
を
示
す
助
詞
が
使
用
さ
れ

て
い
た
の
で
は

あ

る
ま

い
か
と
の
推
測
も
生
れ
て
来

る
の
で
あ

る
。
そ
こ
で
江
戸
初

・
中
期
の

隣
接
地
域

の
方
言
資
料

に

つ
い
て
み
る
と

、
次

の
諸
形
が
表
わ
れ

る
。

「
さ
な

へ
」

し
ゆ
び
よ
か

ち
く
ぜ
ん

ヒ
の
ら
ね
ま
は

や
な
ぎ
ま
ち

首
尾
能
ら
ふ
ば
筑

前

さ
な

へ
此

舟

廻
し

、
柳

一
町
の
し
や
う
ー

て

ど
も
う
け
い
だ

か
み
が
た

い
共

請

出

い
て
、
上

方

さ
な

へ
つ

ゝ
走
る
。
⑧

ど
も

わ
き
ば
ら

あ
た

さ
い
こ

お
ん
共
が
脇

腹

さ
な

へ
当
る
が
最
期

、
⑨

あ
た
ま
か
、

こ
や
ど

い

頭

抱

へ
て
や
と

い
ど
に
か
ろ
わ
れ

、
小
宿
さ
な

へ
往

ん
だ
が

の
。
⑩

「
さ

へ
」

つ
ん
な
ふ
て
見

け
い
か
ふ
は
ひ
芝
居

さ

へ
ど
く
さ
に
扇

ひ

つ
く

わ
ん
げ
お

く
⑪

わ
か
さ
ま

ハ
い
つ
は

つ
て
く

か
お
国
さ

へ
は
ま
田

屋
な

つ
と
ぐ
す
と
し
か

き
う
⑫

「
さ
に
」

つ
ん
な
ふ
て
見
け
い
か
ふ
は
ひ
芝
居
刻

ど
く
嵩

扇
ひ
つ
く
わ
ん
げ
お

く

⑬

ま

た

、
現

代

方

言

に

お

け

る
諸

形

を

み
る

と

、
旧

佐

賀

藩

内

で

は

次

の

如

き

諸

形

が
報

告

さ

れ

て

い

る
。

「
い

」オ

ー
ホ

サ

t
カ

イ

行

く
。

⑭

コ

ノ

ァ
タ

リ

ャ
ー

マ

ッ
ト

コ
ッ

チ

ャ

イ

コ

イ
ト

ユ
ー

モ

ン
⑮

「
さ

ん
」

ヒ

カ

シ
サ

ン

行

い

タ
。



マ

ェ
サ

ン
向

け
。

⑯

ソ

イ
カ

ラ

、

ミ

ナ

ミ
サ

ン

、

ニ
サ

ン
チ

ョ
ー

、
グ

リ

ャ
ー

イ
タ

ギ

ー

⑰

・

イ
デ
ガ

セ
バ
カ

モ

ン
ジ

ャ
カ

ラ

ヨ
ン

ニ
ユ
ー

コ
タ

ー

ナ
ガ

レ
ン

モ

ン

ワ

キ
サ

ン

ナ
ガ

ル

ル

ッ

モ
ー

ア
ゲ

ン
ト

コ
サ

ン

キ

ワ
キ

ラ

ン
チ
ュ

ー

テ
⑱

「
さ
ま

い

」

、

ム

カ

駈
ウ
サ

マ
ー
イ

渡

れ

。

⑲

「
さ

に

ゃ

ー

」

、.

コ

ッ
チ
サ

ニ
ャ
ー

ア

来

イ
。

⑳

右

に

あ

げ

た

諸

形

を
通

し

て

、
方

向

を

示

す
助

詞

の
系

統

が

考

え

ら
れ

そ

う

で

あ

る
。

こ
れ

を

表

に

し

て
次

の
如

く

整

理

で

き

る
。,

こ
の
表
に
よ

っ
て

、
江
戸
末
期
佐
賀

地
方

に
方
向
を
示
す
助
詞

と
し
て

「
に
」

・

「
さ
に
」

・

「
さ

へ
」

・

「
さ
み

ゃ
ー
」
が
あ

っ
た

こ
と
、
右
以
外

に
他

の

語
が
あ

っ
た
と
し
て
も

、
そ
れ
は

「
さ
な

へ
」
・
「
さ
ま
に
」
ぐ
ら
い
で
あ
り

、

他
の
形
は
考
え
ら
れ

な
い
。

な
お

、
現
代
方
言
の
方
向

を
示
す
助
詞
の
諸
形

か
ら
も
と
の
形
を
考
え
て

、

橘
正

一
氏
は
九
州
に
は

「
さ
ま

へ
」

・

「
さ
ま
」

・

「
さ

へ
」
の
三
通
り
が
行

わ
れ
た
。
今

仔
あ
る
色
々
の
形
は

、
こ
の
三

っ
の
原
形

の
内
の
何

れ
か
に
帰
す

る
と
言
わ
れ
た
⑳
。
し
か
し

、
右

の
表
か
ら

「
さ
ま

へ
」

・

「
さ
え
」
の
形
は

考

え
ら
れ

る
が

、

「
さ
ま
」

の
形
は
考
え
ら

れ
ず

、
む
し
ろ

「
さ

へ
」
ー

「
さ

に
」
の
対
立
か
ら

、

「
さ
ま

へ
」
に
対
す
る

「
さ
ま
に
」
が
考
え
ら
れ

る
。
か

く

し
て

「
に
」
の
他
に
サ
系

の

「
さ
な
」

・

「
さ
に
」

・

「
さ

へ
」

、
サ

マ
系

の

「
さ
ま
に
」

・

「
さ
ま

へ
」
が
そ
の
原
形
に
考
え
ら
れ

、
更
に
サ
系
も
こ
れ

を
遡
る
と
サ

マ
系

か
ら
出
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。

〈
注
〉

①

「
へ
」
と

「
に
」
の
消
長

青
木

伶
子
(
「国
語
学
」
三
四
輯
)
、
助
詞

「
へ
」

の
通
時
的
考
察

石
垣
謙

二

(
「
文
学

」
昭
和
十
八
年
十
月
号

)

②

土
井
忠
生
訳

「
ロ
ド
リ
ゲ
ス
日
本

大
文
典

」
四
〇
七
～
四
〇
八
頁

③
大
塚
高
信
訳

「
コ
リ

ャ
ー
ド
日
本
文
典

」
九
〇
頁

④
湯
沢
幸
吉
郎

「
増
訂
江
戸
言
葉

の
研

究
」
五
五
五
頁

⑤
福
井
久
蔵
編

「
国
語
学
大
系
」

二
十
巻
所
収

「
筑
紫
方
言

」

一
五
六
百

⑥
注
③
書

参
照

⑦
注
②
書
六

一
一
頁

⑧
⑨
⑩
以
上
博
多
小
女
郎
波
枕

(
有
朋
堂
文
庫

「
近
松
浄
瑠
璃
集
」
下
巻

、
⑧

四

一
五
⑨
⑩
四

一
七
頁
)



⑪
⑫

⑬
以
上
柳
川
方
言
逗
河
沙

一
撮

岩
淵
悦
太
郎

(
「
方
言
」
昭
和

八
年

二

月
号

、
⑪
⑬

一
三
五
⑫

一
三
六
頁

)

⑭
清
水
平

一
郎

「
佐
賀
県
方
、一」口語
典

一
班
」

↓
四
四
頁

◎
昭
和

三
十
五
年
三
月

、
湯

江
地
方
方
言
採
集
記
録
に
よ
る
。

⑯
注
⑭
書

一
四
六
頁

'

⑰

佐
賀
県
藤
津
郡
久
間
村
地
方
方
言

小
田
寛
次
郎

(
「
方
言
誌
」
十
四
輯
七

四
頁

)

⑱
注
⑮
書
参
照

⑲
注
⑯
書
参
照

⑳
同
右
書

一
四
七
頁

の

東
北
方
言
と
九
州
方
言
と
の

一
致
　

助
詞
を
中
心
と
し
て
　

橘
正

一

(
「
国
語
研
究
」
三
巻
四
号

二
五

～
二
六
頁

)

四

、
接
続

を
示
す
助
詞

接
続
助
詞
が
各
地
方
言

で
種

々
な
形
を
示
し

、
方
言
色
を
豊
か
に
す
る
事
は

良
く
知

ら
れ

て
い
る
。
江
戸

末
期
佐
賀
地
方

の
接
続
助
詞
の
う
ち
特
に
目
立

つ

も
の
に

つ
い
て
述

べ
る
と

、

一
寸
見
た
夢
物
語
に
見
え
る
接
続
助
詞
は
次

の
如

く
分
類
す
る
事
が

で
き
る
。

〔
一
〕

「
け
ん
」
の

一
類

　、

「
け
ん
」

此
う
ぼ
う

か

夫

ケ

ン
爪

が

長

カ
ッ
タ

(
五
三
)
北
山
辺
の
者

お
こ
い

チ
ウ
も
ん
振

ふ
て
お

る
け
ん
今
も

ふ
リ
イ
お
る
ケ

ヘ
ニ

(
六

一
)

諫
早

〔
以
上

二
例
〕

　、

「
け

へ
」

ば
ち
ま
だ
ら
打

ッ
て
お

つ
コ
チ
タ
テ

ゝ
ぬ
か
す
ケ

へ

(
六

一
)
諫
早
黛

〔
以
上

一
例
〕

の

、

「
け

へ
に
」

六
十
七
十
に
成

ル
婦
ど
ん
ま

で
産
ま

ヘ
ェ
な
ら
ん
も

ナ

ァ
御
座
ら

ぬ
ヶ

へ

↓「
(
五
三

)
三
反
田
辺
の
社
人

腰
の
所

へ
か

ゞ
り
付
て
お
れ
と

い
ふ
た

ア
ケ

ヘ
ニ

(
五
三
)
北
山
辺
の
者

尤
是
も
久
し
く
何
事
も
な
か
ケ

ヘ
ニ

(
五
六
)
町
方
老
人

あ
れ

ハ
槌

に
色
が
黒
か
ヶ

ヘ
ニ

(
五
七

)
在

郷
の
人

か

わ
た
し
が

つ
ら

ン
へ
ふ

つ
か
ぶ

ッ
た

ア
ケ

ヘ
ニ

(
六

二
)
諌

早

〔
以
上
の
他
六
例
〕

以
上

、
理
由

、
原
因

と
な
る
条

件
を
示
す
接
続
助
詞
「
け
ん
」
の

一
類
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
う
ち
イ

の
最
初
の

一
例

を
除

い
て
総
て
接
続
助

詞
と

し
て
用

い
ら
れ

て
い
る
が
、
こ
の

「
け

ん
」
の

一
類
は

、
他

の
理
由
を
示
す
接
続
助
詞
に
比
し

て
そ
の
用
例
は
極

め
て
多

い
し
、
ま
た
そ

の
使
用
も
右
の
如
く
佐
賀
藩
内
各
地

の
入

が
使
用
し
て

い
る
こ
と
、
次
に

こ
れ
ら
の
す
べ
て
の
用
例
は
、
後
述

す
る

如
く
当
時

の
佐
賀
方
言
資
料
又
は
九
州

(
主
と
し
て
肥
筑

)
方
言
資
料
に
見
え

て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
理
由
を
示

す
接
続
助
詞
と
し
て
こ
の

「
け
ん
」
の

一
類
が
江
戸
末
期
佐
賀
地
方
で

一
般

に
使
用
さ
れ
て

い
た
も

の
と

想

像

で

き

る
。さ

て
、
こ
れ
ら

の
助
詞
④
口
の
の
各
語
は
　
,
述
べ
た
如
く

、
当
時

の
文
献
に

見
え
る
の
で
あ

る
が

、
こ
れ
ら
を
通
し
て

、
こ
の

「
け
ん
」
の

一
類

の
使
用
状

況
を
見
よ
う
。

こ
れ
ら

の
語
で
文
献

に
あ
ら
わ
れ
る
の
は
イ

が

一
番
早
く
十
八

世
紀
初
頭
に
既

に
表
わ
れ
る
の
で
あ

る
。
ま
ず
大
冠
職

の
用
例

、

ば
あ

ゝ
、
君
け
ん
く
る
け
ん
、
く

る
め
あ

め
い
た
か
り

ん
か
ん
き
う



に

つ
い
て
は
、
其
蹟

の
国
姓
爺
明
朝
太
平

記
に
模
倣
採
用
さ
れ
て
い
る
点
な
ど

不
明
な
点
が
多

い
①
様
だ
か
ら
割
愛
す
る
と

し
て
も
、
確
実
な
用
例
と

し
て
は

次

の
博
多
小

女
郎
波
枕

の
そ
れ
が
あ
る
。

か
み
が
た
し
ク

き

よ

9』ー
ー

こ
ゲい

こ
こ

あ
る

上

力

衆

は
気
が
良
か
け
ん
、
此
様

な
事
は
有
ま

い
」
と

、
②

こ
れ
は
上
の
巻
で
、
長
崎
生
れ
と
称
す
る
毛
剃
九
右
衛
門

の
こ
と

ば

で

あ

る

が

、
こ
の
人
物

は
他

に
、
形
容
詞

力
語
尾
、
助
詞

「
ば

い
」

.
「
ば
ん
」
.

「
さ

な

へ
」

・

「
た
ん
」

・

「
が

い
」
な
ど
、
九
州
方
言

の
標
識
と
な
る
べ
き
も

の

を
盛
ん
に
使
っ
て
い
る
の
を
見
る
と
、
当
時
こ
の

「
け
ん
」
が
既
に
九
州

(
主

と

し
て
.長
崎
及
び
そ
の
近
郊

)
地
方

の
こ
と
ば
と
近
松
は
知

っ
て
い
た
も

の
と

思
わ
れ

る
。
あ
る
い
は
殆
ん
ど
同
時
代
の
不

確
実

な
も

の
と
し

て
採
ら
な
か
っ

た
先

の

「
け
ん
」
も
こ
の
際
参
考
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

か
く
し

て
、
こ
の

「
け

ん
」
は

、
こ
れ
以
後
例

え
ば
花
暦
八
笑
人
に
も

そ
う

し
う

か
と
り

へ
ん

俸
を
・い
が
く

る
を
見
れ
ば

、
総

州

香

取

辺
の
者
じ
や
る
け
ん

、
③

と
み
え
、
更

に

一
九
世
紀
前

半
の
佐
賀
方
言
資
料
た
る
伊
勢
道
中
不
案
内
記
に

も

、
主
人
公

愚
津
の
供
人
と
し
て
、
く
だ
け
た
佐
賀
言
葉
を
盛
ん
に
口
に
す
る

重
八
、
久
米
蔵

の
二
人
に
よ

っ
て
、

都
て
　

ろ
　

チ
、
誉

め
言
葉

さ

へ
知

ら
ぬ
も
ん
ぢ
や

つ
け
ん
が

(
三
四

一
)
重
八

わ
さ
ん
の
と

ツ
つ
け
も
な
う
や

つ
け
ん
く
そ
う

(
三
四

一
)
久
米
蔵

と
語
ら
れ
て
い
る
。
更
に
現
代
方
言
と
し
て
の
便
用
が
他
の
語

を
圧

し
て
い
る

①

こ
と
を
考
え
る
と
ゼ
こ
の
語
が
江
戸
夫
期
に
も
使
わ
れ
て
い
た
事

を
十
分
考

え
さ

せ
ら
れ
る
。

こ
の

「
け
ん
」
に
次

い
で
文
献
に
見
え
る
の
は

、
　
の

「
け

へ
」

で

あ

る

が

、
こ
れ
は

「
け
ん
」
に
遅
れ

る
こ
と
約
九
〇
年

、

一
九
世
紀
初
頭
の
浮
世
風

呂
に

く
じ
ら

あ
ら

あ
と

ご
と

ー

ぎ
み
や
う

に
ほ

鯨

ど
も
洗
ふ
た

跡

ど
も

の

如
あ
る
け

へ
、
奇

妙

な
匂

ひ

、
⑤

こ
の
た
り
や
あ

う
ち
こ
う

あ
る
ー

わ
り
ど
も

し
よ
ぢ

て

に
ぎ
い

こ
こ

か
け
と

此

輿
に
打

込
で
有

け

へ
、
自

己
所
持

の
手

拭

、
愛
さ
掛
置
く
た

い
⑥

と
始

め
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
以
後

、
伊
勢
道
中
不
案
内
記
に
も

用
例

が
み
あ
た
ら
ず

、

一
寸
見
た
夢
物
語
に
も
わ
ず

か

一
例

、
し
か
も
社
人
に

よ

っ
て
使

わ
れ
て
い
る
事

を
考

え
る
と
、
こ
の
語
は
当
時
余
り
便
用
さ
れ
て
い

な
か
っ
た

の
で
は
あ
る
ま

い
か
と
思
わ
れ
る
。

僧
侶
あ

る
い
は
神
官
な
ど

の
言

葉

が
格
式
ば

っ
た
語
を
使
用
す

る
事
は
既
に
指

摘
さ
れ
て
い
る
事

で
あ

る
。

次

い
で
　

の

「
け

へ
に
」

が

約

一
〇

年
遅

れ
て
伊
勢
道
中
不
案
内
記
で
重

八
、
銀
作

の
こ
と
ば

に
、

お
で
ん
ち

ふ
け
え
に

、
何

に
持

つ
て
来

る
か
と
思

へ
ば

、

(
二
八

二
)
重

八わ
さ
ん
の
ヤ
く
た

ヤ
ー
も

な
か
事
言

ふ
け
ー
に
く
そ
う

(
三

〇
〇
)
銀
作

な
ど
と
語
ら
れ

て
い
る
事
は
、
こ
の
語
が

一
般
的
に
使
用

さ
れ

て
い
た
事
を
示

し
て
い
る
し
、
こ
れ
が
更
に
降

っ
て

一
寸
見
た
夢
物
語
に
も
他
と

比
べ
て
十

一

例
と
い
う
多

き
を
数
え
る
事
が
で
き
る
。

以
上
、

「
け
ん
」

の

一
類
に

つ
い
て
、
そ

の
使
用
を
述

べ
た
が

、
こ
れ
を
纒

め
て
次
の
様

に
言
え

る
。
理
由
を
示
す
接
続
助
詞
は
、
江
戸
末
期

イ

「
け
ん
」

　「け

へ
」
、
の

「
け

へ
に
」
の
各
語
が
佐
賀
地
方
に
存

し
て
い
た
。

こ
れ
ら

の
う
ち
、
　

「
け
ん
」
は
そ
の
成
立
も
古
く

、
ま
た
現
代
方
言
で
は
他
を
圧
し

て
使
用
さ
れ
て
い
る
事
を
考
え
る
と

、
江
戸
夫
期
佐
賀
地
方
で
盛
ん
に
使

わ
れ

て

い
た
事
を
思

わ
せ
る
が
、
実
は
そ
う
で
は
な
く

、
ず

っ
と
遅
れ

」て

あ

ら

わ

れ

・
し
か
も
現
代
方
言
で
は
殆
ん
ど
使
用
さ
れ
て
い
な
い
の

「
け

へ
に
」
が

、



そ

の
地
域
を
限
ら
ず
佐
賀
藩
内
で

一
般
的
に
使
用

さ
れ
て

い
た
。

た
だ
し
、
こ

の
　

「
け

へ
に
」
は

一
時
的

に
盛

ん
に
使
用
さ
れ
た
に
過

ぎ

な

か

っ
た
。

㈲

「
け

へ
」
は
そ
の
成

立
は
一

「
け

へ
に
」
よ
り
曝
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
江
戸
末

期
に
は
殆
ん
ど
も

う
用

い
ら
れ
な
か

っ
た
、
少
く

と
も

一
般
的
で
な
か
っ
た
よ

う
だ
。

〔
一
「〕
、

「
ぎ

い
」

こ
れ
は

「
け
ん
」
と
同
じ
く
理
由
を
表
わ
す
接
続
助
詞
で
あ
る
が
、
こ
れ

が

一
寸

見
た
夢
物
語
に

一
例
佐
賀
の
女
性
の
こ
と
ば

の
中

に

お

ッ
達
の
新

小
屋

の
ち
よ
ふ
り

ん
ぼ
ふ
の

テ
ゝ
い
ふ
ギ

イ

(
五
九
)
佐
賀

女

と
見
え
て
い
る
。

こ
の
語
は
前

述
砂

「
け
ん
」
と
違

っ
て
こ
の
当

時
の
万
二言
資

料
た
る
伊
勢
道
中
不
案

閤
記
及
び
そ
れ
以
前

の
九
州

(
主
と
し
て
肥
筑

)
方
二、両

資
料
に
見
え
な
い
の
で

、
恐
ら
く
そ

の
成
立
は
余
り
古
く
な
い
も

の
と
思
わ
れ

る
。
時
代
的
に
二、ほ
う
と

こ
の
例
を
も

っ
て
始

め
と
す
る
様
で
あ
る
。

こ
の
語
は

垣
代
佐
賀

地
方
に
多
く
使
わ
れ

、
、例
え
ば
分

類
万
言
辞
典
に

「
行

ッ
ギ
、
行
く

と
。

佐
賀
県

。
」
　
と
見

え
て
お
り

、
現
在
、
佐
賀

、
長
崎
、県
の
代

表
的
な
接
続

助
詞
で
あ
る
が

、
そ

の
上
限
を
こ
の

「
ぎ
い
」
は
、不
す
も
の
で

、
江
戸
中
期
に

は
余
り
用

い
ら
れ
な
か
っ
た
・も
の
と
慰

わ
れ

る
。
な
お

、
こ
の
語

の
成
立
に

つ

い
て
は
北
条

由志
雄
氏
、が

「
ギ

ニ
ヲ
イ
テ

ハ
」
↓

「
ゼ「
ニ

ハ
」

↓

「
り干
イ
」
↓

「
ギ
ー
」
と
さ
れ
た
③
。

〔
三
〕
、

「
ば

っ
て
ん
」

こ
れ
は
良
く
知
ら
れ
て
い

る
逆
接

の
接
続
助
詞

で
あ

る
が
、
こ
れ
が

叫
寸
見

た
夢
物
語
は

わ
ず

か

叫
例
、
し
か
も

あ
い
ば

つ
て
ん
些
タ
ア

上
白
も

ん
の
居

る
所

二
も
居
た
て
見
る
ば

ん

(
五

八

)
諌

早

と
接
続
詞
と
し

て
用

い
ら
れ
て
い
る
に
過
ぎ

な

い
。

現
在
あ
れ

ほ
ど
多
く
接

続
助
詞
と

し
て
用

い
ら
れ
、
肥
筑
方
言

の
手
札
の
如
く
言
わ
れ

て
い
る
こ
の
語

が
当
時

こ
の
文
献
に

一
例
し
か
見
え
ず

、
し
か
も
そ
の
用
例
が
諌

早
者

の
使
用

で
あ

る
事
は
不
思

議
の
念
を
抱
か
せ
る
。

し
か
し

、
同
時
代

の
佐
賀
方
言
資
料

た
る
伊
勢
道
中
不
案
内
記
に

、
久
米
蔵

、
銀
作

の
二
人
が
こ
の
語
を

せ
か
ら
し
か
ば

つ
て
ん

、
金

の
入

つ
と
る
ば

ん

(
二
一
三

)
久
米
蔵

そ
り

ヤ

ア
さ
う
ち
や
ら
う
ば

つ
て
ん
、
.此
の
男
が
了
簡
違
ひ
で
ほ
め
ば

つ

が
い
、

(
三
〇
〇

)
銀
作

な
ど
と
、
か
な
り

使

っ
て
い
る
所
か
ら
、
勿

論
江
戸
末
期
佐
賀
地
方
で
こ
の
語

が
使
用
さ
れ
て
い
た
事
は
容
易
に
想
像
で
き
る
。

こ
の
語

の
成
立

に

つ

い

て

は

、
世
事
百
談

(
一
八
四

一
)
で
山
崎
美
成
が

ば
と
て
と
い
ふ
詞

の
国

の
な
ま
り

に
ば

ッ
て
ん
と
な
る
な
り
。
⑨

と
指
摘
し
て
い
る
の
が
妥

当
で
あ
る
け
れ
ど
も

、
こ
の
語
が
作
品
に
あ
ら
わ
れ

る
の
は
案
外
遅
く

、
私
.の
知
る
限
り

で
は
柳
川
方
言

澄
河
沙

一
撮
に
出
て
来
る

次

の
例
が
最
初
で
あ

る
。

め
ん
　

な
く
う
し
や

め
ひ
た

こ
つ
は

つ
て
ん
国
か
た
の
く
う
ぜ
う

な
江

戸

の
わ

つ
さ
ん
た
ち
な
わ
ら
は
す
は

つ
て
ん
⑩

こ
か
し
こ
の
俳
譜
な
り
ば

っ
て
ん
ま

あ
た
よ

か
口
上
な
⑪

よ
か
は
い
と
い

つ
せ
ん
ど
ん
も
し
や
る
く
か
ん
残
暑
ば

っ
て
ん
月
の
涼

し

か

⑫

と

つ
さ
ん
な
し
か
ら
す
ば

つ
て
ん
し
や
ん
す
し
う
な
け
に
あ
け
め
し
は
ぎ

や
あ

ふ
ぱ
い
⑬

潭
河
沙
に
は
右
の
如
く

こ
の
語
は
す

べ
て
で
五
例
見
え
る
が

、
し
か
し
そ
の
用



例

を
み
る
と

、
そ

の
使
用
法

は
非
常
に
自
由

で

、

一
つ
も
ぎ

こ
ち
な
さ
は
感
じ

ら
れ
な
い

こ
と

、
し
か
も

「
ば

つ
て
ん
」
の
母
体
と
感

じ
ら
れ
る

「
ば

と
て
」

の
用
例
が

こ
の
蒔

に
全
く
見
え
な
い
こ
と
か
ら

、
こ
の
書
が
成
立

し
た
と
思
わ

れ

る
江
戸
中
期
よ
り
も

以
前
⑭

に

「
ば
と
て
」
か
ら

「
ば

っ
て
ん
」

へ
と
変
化

し
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し

こ
の
逼
河
沙

の
成
立
年
代
が
明
確
で
な
い
所

か
ら

遠
断
は
避
け
ね
ば

な
ら
な
い
。

と

こ
ろ
で
そ
の
変
化
は
何
時
頃
行
な
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
か
。

私
を
こ
れ
を
江

戸
初
期

、
少
く
と
も
近
松
以
後
と
思
う
。
そ
の
理
由
は

、
何
と
し
て
も
近
松

の

博
多
小
女
郎
波
枕
に
こ
の
語
が
あ
ら
わ
れ
な
い
こ
と

で
あ
る
。
近

松
は
先
述

の

如
く

、
博
多
小
女

郎
波
枕

で
生
国
長
崎
の
九
右
術
門

の
こ
と
ば
に
九
州

(
主
と

し
て
肥
筑

)
地
方
の
言

語
標
識
と
な
る

べ
き
も

の
を
載
せ
て
い
る
し

、
ま
た
彼

は
西
鶴

よ
リ
リ

ア
ル
な
こ
と
ば
で
表
現
し

、
関
東
方
言
や
長
崎
方
言

、
遊
女

こ

と
ば

な
ど
は

っ
き
り

意
識

し
て
と
り
あ
げ

て
い
る
⑮
こ
と
を
考
え
る
と

、
も
し

当
時
こ
の

「
ば

っ
て
ん
」
が
出

来
て
い
た
な
ら

、
恐
ら
く
彼
は
こ
れ
を

記
録
し

た

は
ず

で
あ
る
。
次
に
や
は
り

こ
の
事
は

、
、三
馬
が

記
録
し
な

か
っ
た

と
い
う

点
に

つ
い
て
も
同
じ
よ
う

に
考

え
ら
れ
る
。
彼
の
記
録
の
態
度
の
厳
正
さ

、
あ

る
い
は
実
在
的
西
国
語
の
記
載
に

つ
い
て
は
有
名
で
あ
る
が

、
そ
の
彼
が
例
え

ば
浮
世
風
呂
で
多
く

の
西
国
語
を
写

し
て
い
る
の
に

、
こ
の
語
を
写

し
て
い
な

い
の
は
こ
の
語

が
ま
だ
出
現
し
て
い
な

か
っ
た
か

、
あ
る

い
は
あ

っ
た
と

し
て

も
ま
だ
彼
の
知
ら
な

い
程
慶
の
使
用
で
あ

っ
た
に
違

い
な

い
。
従

っ
て
先
の
元

禄
以
後
は
三
馬
以
後

、
つ
ま
り

一
八

二
〇
年
以
後
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

か

く

み
る
と

、
柳
川
方
言
一78
河
沙
の
成
立
を

、
少
く
と
も
江
戸
中
期

(
つ
ま
り

一

八
世
紀
中
頃

)
以
前

と
す
る
岩
淵
氏

の
推
定
は
考
え
直
さ
ね
ば
な
ら
な
い
わ
け

だ
が

、
少
く
と
も
江
戸
中
期
を

こ
の
語
の
成
立

の
下
限
と
考
え

る
こ
と
は
で
き

な

い
わ
け
で
あ
る
。

か
く

し
て
成
立
し
た
こ
の

「
ば

っ
て
ん
」
は
江
戸

末
期

の

方

言
資
料
に
次

々
と
記
さ
れ
て
い
る
。
花
暦
八
笑
人

(
一
八

二
〇
)
が
先

の
笈

河
沙
霧

鴛

漿

初
の
傍

曇

務

騨
く
、

後

日
御

智
の
う
く

る
ば

つ
て
ん

、
慮

外

者
を
手
討

に
い
た
す
は
武
士
の

常

、
⑯

た

へ
て
勝
負
せ
ね
ば

つ
て
ん

、
此
ま

ゝ
ゆ

る
す
こ
と

、
ま

か

い

り

な

ら

ん
。
⑰

と

こ
例
見
え
て
い
る
。

こ
の
二
例
は
右
の
意
味
で
重
要
な
も
の
と

思

わ

れ

る

が

、
こ
れ
以
後
次

々
に
こ
の
「
ば

つ
て
ん
」
は
姿
を
見
せ
る
。

例
え
ば

先
の
伊
勢

道
中
不
案
内
記

、
世
事
百
談

、
筑
紫
方
言

な
ど
こ
の
語
を
載
せ
て
い
る
。

右

の
如
く

、

こ
の
語

の
成
立
は

「
ば
と
て

」
か
ら

一
九
世
紀

に
入

っ
て
間

も
な
く
成
立

し
、
接
続
助
詞
と
し
て
そ

の
後
自
由
に
使
わ
れ

る
よ
う
に
な
り

、

江
戸
末
期
佐
賀
地
方

に
お
い
て
も
盛

ん
に
使
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

〈
注
〉

①
九
州
の
方
言

吉
町
義
雄

(
「
国
語
科
学
講
座
」
六
巻
三
七
頁
)

②
有
朋
堂
交

庫

「
近
松
浄
瑠
璃
集
」
下
巻

四

一
七
頁

③

日
本
名

著
全
集

「
滑
稽
…本
集
」
七
六
五
頁

④
　

・
　
の
報
告
は
見
え
な
い
が

、
ロ
は

「
全
国
方
言
辞
典

」
の
み

(
し

か
も

佐
賀
地
方
の
報
告

は
な

い
)
見
え
る
の
に
対

し
て
、
イ
は
佐
賀
方
言
書
に
は

必
ず

み
え
る
。

⑤
岩
波
文
庫
本

「
浮
世
風
呂
」

二
八
頁

⑥

同
右
書

二
九
頁

⑦
東
条
操
編

「
標
準
語
引

分
類
方
言
辞
典

」
七

　
四
頁

⑧
仮
定

を
あ
ら
は
す

「
ギ
ー
」
の
考
察



　
九

州
方
言
語
法
小
論
　

北
条
忠
雄

(
「
方
言
研
究
」
発
会
記
念
号

一
五
～

一
六
頁
)

⑨

「
百
家
説

林
」
正
編
下
所
収

「
世

事
百
談
」

一
五
七
頁

⑩
⑪
柳
川
方
言

逼
河
沙

一
撮

岩
淵
悦
太
郎

(
「
方
言

」
昭
和
八
年

ご
月
号

一

三
四
頁

)

⑬
同
右
書

一
三
五
頁

⑬
同

右
書

一
三
六
頁

⑭
同
右
書

一
三
三
頁

⑮
杉
本

つ
と
む

「
近
代

口
本
語

の
成
立
」

一
〇
八
頁

⑯
注
③

菩
参
照

⑰
同
右
吉
七
六
六
貢

以

上


